
8 

 

【01】大田市大田町加土 法蔵寺（宮本 大 07/ﾛｰﾀﾘｰ 22） 井戸明府之碑 
 

 

所在地 大田市大田町加土 法蔵寺本堂左 

北緯３５°１１′４０．０６″／東経１３２°３０′５３．１４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 42／奥行き最大 33 
台石１段目最大幅 86／奥行最大 65 
台石２段目（石組）幅最大 140／奥行最大 135 

【
建
立
年
】
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
） 

【
建
立
者
】
加
土
区
民
一
同 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
之
碑
／
右
に

「
日
城
謹
書
」
左
に
「
加
土
区
民
一

同
」 

［
碑
石
右
面
］
昭
和
三
年
十
月
十
五
日 

［
碑
石
左
面
］
日
城
代
／
西
本
豊
蔵
／

有
藤
東
蔵
／
山
本
平
吉
／
松
本
勘
造

／
□
□
□
□ 

［
碑
石
裏
面
］
□
□
／
七
十
一
老
／
世

は
か
わ
り
／
□
□
□
れ
中
の
□
□
り

／
は
□
□
□
／
き
み
の
み
□
□
□
／

□
□
し
か
わ
ら
じ 

［
台
石
］
ほ
か
に
は
文
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

碑
石
の
文
字
は
表
面
が
粗
く
や
せ
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
「
井
戸
明
府
之

碑
」
以
外
の
文
字
は
読
め
な
く
な
っ

て
い
る
。
表
記
は
「
大
田
碑
石
散
歩
」

（
三
谷
晃
／
昭
和
52
年
）
を
転
記
し

た
。
碑
石
は
す
ら
り
と
し
た
形
で
そ

の
下
に
球
形
の
台
石
を
置
き
、
最
下

段
は
小
さ
い
石
を
何
十
個
も
組
み
合

わ
せ
て
１
１
０
㌢
も
の
高
さ
に
積
み

上
げ
て
あ
る
。
登
山
道
に
あ
る
ケ
ル

ン
を
想
起
さ
せ
る
。
碑
石
の
前
に
踏

み
石
を
置
き
、
周
囲
は
円
形
に
石
で

囲
ん
で
あ
る
。
不
安
定
に
見
え
る
が
、

２
０
１
８
年
の
島
根
県
西
部
地
震
で

も
全
く
被
害
が
な
か
っ
た
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
26
日
） 

単位：ｃｍ 

113 

47 

270 

110 
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【02】大田市大田町宮島 大願寺（宮本 大 05/ﾛｰﾀﾘｰ 20） 井戸正朋碑 
 

 

所在地 大田市大田町宮島 大願寺山門前 

北緯３５°１１′２２．６５″／東経１３２°３０′１９．３５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 83／奥行き最大 53 
台石１段目最大幅 120／奥行最大 95 
台石２段目幅 153／奥行 136 

【
建
立
年
】
明
治
28
年
（
１
８
９
６
） 

【
建
立
者
】
世
話
人
中 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
朋
碑 

［
碑
石
裏
面
］（
右
下
）
小
谷
梅
吉
／
外

世
話
人
中
（
中
央
）
享
保
十
八
丑
年
五

月
二
十
六
日
／
當
山
十
四
世
嚴
誉
代

／
明
治
廿
八
年
十
一
月 

［
台
石
］
ほ
か
に
は
文
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
田
町
の
本
通
り
の
１
本
西
側
の
道

路
沿
い
に
４
つ
の
寺
院
が
並
ん
で
い

る
が
、
そ
の
北
か
ら
２
番
目
が
大
願

寺
。
そ
の
南
側
の
明
善
寺
に
も
井
戸

公
碑
が
あ
り
、
約
１
３
０
㍍
の
間
に

２
基
の
井
戸
公
碑
が
あ
る
こ
と
に
な

る
。 

碑
は
大
願
寺
に
上
が
る
石
段
の
最
上

部
の
右
手
に
、
参
拝
者
を
出
迎
え
る

よ
う
に
建
っ
て
い
る
。
き
れ
い
な
卵

型
の
自
然
石
。
前
の
植
木
が
大
き
く

な
っ
て
き
た
の
で
真
正
面
か
ら
は
見

え
な
い
が
、
碑
石
の
表
面
も
裏
面
も

は
っ
き
り
と
読
め
る
。「
正
朋
」
と
彫

っ
た
碑
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
少
な

い
が
、
こ
こ
で
は
「
正
朋
」
と
し
て
い

る
。
明
治
28
年
ご
ろ
は
正
朋
が
主
流

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
26
日
） 

単位：ｃｍ 

116 

30 

27 

173 



10 

 

【03】大田市大田町蛭子 明善寺（宮本 大 06/ﾛｰﾀﾘｰ 21） 井戸正朋公碑 
 

 

所在地 大田市大田町蛭子 明善寺車参道右手 

北緯３５°１１′２０．７１″／東経１３２°３０′２２．１１″（国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 105／奥行き最大 47 
台石１段目最大幅 146／奥行最大 99 
台石２段目幅 297／奥行 150 

【
建
立
年
】
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
） 

【
建
立
者
】
世
話
人 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
朋
公
碑
／
勧
学

源
哲
勝
書
㊞
㊞ 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
丗
年
五
月
世
話
人

建
之
／
竹
葉
昇
平
／
岩
倉
富
造
／
熊

谷
誠
之
助
／
深
田
勘
助 

［
台
石
］
ほ
か
に
は
文
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

大
願
寺
か
ら
約
１
３
０
㍍
南
に
あ
る

明
善
寺
。
正
面
の
石
段
の
右
側
に
、
車

で
本
堂
の
前
ま
で
上
が
る
道
が
整
備

さ
れ
、
そ
の
カ
ー
ブ
の
部
分
を
庭
の

よ
う
に
整
備
し
て
、
真
ん
中
に
井
戸

公
碑
、
右
に
山
茶
花
を
植
え
、
左
に
石

燈
籠
が
置
い
て
あ
る
。
宮
本
調
査
で

は
石
段
を
上
が
っ
た
左
手
の
経
堂
の

横
に
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
碑
は
、
門
信
徒
の
皆
さ
ん
が
、

「
昔
は
芋
法
事
が
あ
っ
た
が
、
戦
後

は
営
む
寺
も
少
な
く
な
っ
た
。
せ
め

て
石
碑
で
も
建
て
よ
う
」
と
提
案
さ

れ
て
実
現
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
建

設
に
当
た
っ
て
、
隣
の
大
願
寺
の
碑

を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
よ
り
立
派

な
も
の
を
と
奮
発
さ
れ
た
の
か
、
巨

石
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
大
き
な

碑
石
だ
。
写
真
の
最
下
段
の
石
組
は

庭
園
全
体
の
縁
石
な
の
で
碑
の
寸
法

に
は
入
れ
な
か
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
26
日
） 

単位：ｃｍ 

195 

54 

281 

32 
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【04】大田市川合町鶴府 湯川氏宅横（宮本 大 04/ﾛｰﾀﾘｰ 13） 井明府追念 
 

 

所在地 大田市川合町鶴府 湯川加津子氏宅南側の丘の上 地蔵堂の隣 

北緯３５°０７′３１．９２″／東経１３２°３２′３０．１０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅最上部 38、最大 80／奥行き最大 28 
台石 1 段目幅 130／奥行 85 
台石 2 段目幅 150／奥行 139（組み石） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
追
念 

［
碑
石
左
右
・
裏
面
・
台
石
］
文
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

そ
う
堅
そ
う
に
な
い
自
然
石
だ
が
、

環
境
が
い
い
の
か
、
剥
落
な
ど
は
な

い
。 

鶴
府
は
大
邑
農
道
に
よ
っ
て
２
分
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
碑
は
農
道
の
東
側

の
湯
川
加
津
子
氏
宅
の
南
側
の
丘
の

上
に
あ
る
。
田
ん
ぼ
の
横
に
細
い
歩

道
が
草
刈
り
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
奥

の
ち
ょ
っ
と
し
た
広
場
に
地
蔵
と
と

も
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
昔
は
人
が

行
き
来
し
た
道
と
思
わ
れ
、
広
場
の

手
前
の
左
手
に
は
石
垣
が
残
っ
て
い

る
の
で
、
以
前
民
家
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
広
場
か
ら
奥
は
少
し

行
く
と
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
の
で
、
今
で
は
井
戸
公
碑
と

地
蔵
に
お
参
り
す
る
目
的
だ
け
の
た

め
に
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
碑
の
前
に
は
線
香
立
て
と
花
立

て
が
あ
っ
た
。 

 

ほ
か
に
文
字
は
な
い
が
、「
井
明
府

追
念
」
と
い
う
ほ
か
に
は
あ
ま
り
な

い
大
き
な
碑
名
の
文
字
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
17
日
） 

単位：ｃｍ 

124 

179 

28 

27 
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【05】大田市川合町南 浄教寺（宮本 大 02/ﾛｰﾀﾘｰ 11） 井戸明府紀念碑 
 

 

所在地 大田市川合町南 浄教寺境内（物部神社近く、川合保育園前） 

北緯３５°０９′１１．５３″／東経１３２°３０′４６．６２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 61／奥行き最大 33 
台石１段目（猫足）幅 95／奥行 64 
台石２段目幅 125／奥行 95 
台石３段目幅 158／奥行 127 
台石４段目幅 181／奥行 150 

【
建
立
年
】
明
治
20
年
（
１
８
８
７
） 

【
建
立
者
】
川
合
村 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
紀
念
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
二
十
年
十
一
月
建

之 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
川
合
村 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
世
話
人
／
岩
谷

勝
吉
／
原
田
吉
十
郎
／
三
浦
幾
太
郎

／
祭
田
柳
七 

［
三
段
目
台
石
前
面
］
岩
﨑
盛
郎
／
三

ツ
田
政
七
／
岡
本
啓
市
／
松
本
只
八

／
那
須
喜
八
／
坂
本
惣
十
／
松
井
文

四
郎
／
右
田
儀
七
／
森
脇
善
助
／
松

本
亀
市
／
松
本
彌
市
／
藤
本
米
作 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

碑
石
の
幅
が
61
㌢
、
高
さ
１
５
５
㌢

も
あ
る
立
派
な
碑
だ
。「
紀
」
の
文
字

を
使
っ
た
「
紀
念
碑
」
も
珍
し
い
。
福

光
石
だ
が
傷
み
は
少
な
く
き
れ
い
に

残
っ
て
い
る
。
台
石
の
文
字
も
読
み

や
す
い
。
一
時
期
倒
れ
そ
う
に
な
っ

て
い
た
ら
し
い
が
、
約
10
年
前
に
町

内
の
原
田
安
吉
さ
ん
が
私
費
で
修
繕

さ
れ
た
と
ご
住
職
の
話
。
そ
の
と
き

に
猫
足
も
割
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
現
在
は
碑
石
の
中
心
に
あ
た

る
部
分
を
下
か
ら
石
で
支
え
る
よ
う

に
修
繕
し
て
あ
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

155 

274 

37 

33 

37 

12 



13 

 

【06】大田市川合町吉永下 建功寺 無縁墓地（宮本 大 01/ﾛｰﾀﾘｰ 10） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市川合町吉永下 建功寺 無縁墓地 

北緯３５°１０′２２．４９″／東経１３２°３０′３４．００″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 40／奥行き最大 22 

【
建
立
年
】
明
治
22
年
（
１
８
８
９
） 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士
（
宮
本
調
査
） 

［
碑
石
右
面
］
当
山
十
三
世
黒
牛
代 

［
碑
石
左
面
］
明
治
廿
二
年
五
月 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

宮
元
豊
氏
が
井
戸
公
碑
調
査
を
始
め

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
碑
。
自
宅
の

裏
に
あ
る
建
功
寺
の
碑
が
傷
ん
だ
た

め
、
台
石
を
墓
地
に
埋
め
て
碑
石
だ

け
を
無
縁
墓
地
に
残
し
た
。
碑
石
前

面
の
文
字
は
今
で
は
全
く
読
め
な
い

が
、
宮
本
調
査
を
生
か
し
た
。
無
縁
墓

地
は
本
堂
に
向
か
っ
て
左
手
に
あ

り
、
数
十
基
の
墓
が
納
め
ら
れ
て
い

る
。
井
戸
公
碑
は
そ
の
一
番
奥
の
ほ

ぼ
中
央
に
五
輪
塔
の
隣
に
安
置
さ
れ

て
い
る
。
幅
が
40
㌢
あ
る
の
で
、
当

初
は
台
石
を
含
め
る
と
割
と
大
き
い

方
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
今
の
う
ち

に
井
戸
公
碑
を
訪
ね
て
写
真
に
残
し

て
お
か
な
く
て
は
な
く
な
っ
て
し
ま

う
」
と
宮
本
氏
が
決
意
さ
れ
た
よ
う

に
、
こ
の
碑
の
よ
う
に
崩
れ
て
し
ま

う
井
戸
公
碑
が
今
後
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
。 

 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

99 



14 

 

【07】大田市三瓶町池田野畑（宮本 大 69/ﾛｰﾀﾘｰ 101未確認） なし 
 

所在地 大田市三瓶町池田野畑（野畑のソリガ市の西、字ジャガ市地内の野畑～槙原への旧道（赤道）

脇に「田ノ神地蔵」（調査日には地蔵本体はなし）と並んで建つ。さわらび苑裏の空き家の先の山中。 

北緯３５°０８′３７．４２″／東経１３２°３３′２３．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 4８、奥行き 15～20 
台石１段目 幅 53、奥行き 33 
台石２段目 幅 78、奥行 不明 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
・
台
石
全
面
］
刻
字
の
全
く
な
い

自
然
石 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

宮
本
台
帳
に
は
大
田
69
と
し
て
存
在

す
る
が
台
石
し
か
発
見
さ
れ
て
な

い
。
ロ
ー
タ
リ
ー
調
査
も
１
０
１
番

だ
が
「
未
確
認
」
。
三
瓶
町
池
田
の
中

村
和
平
さ
ん
の
平
成
10
年
の
調
査
で

場
所
と
、
碑
石
が
倒
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
て
お
り
、
今
回
元
さ
わ
ら

び
苑
勤
務
の
鳥
井
町
の
宮
脇
達
也
さ

ん
の
案
内
で
文
化
協
会
の
縄
田
事
務

局
長
と
現
地
調
査
し
た
。 

 

中
村
さ
ん
の
調
査
票
に
は
「
（
地
蔵

と
）
隣
接
し
て
、
銘
は
な
い
が
芋
代
官

井
戸
公
の
碑
と
伝
え
ら
れ
る
自
然
石

の
碑
が
あ
る
。
こ
の
碑
と
地
蔵
と
関

係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
伐
採
木
搬

出
の
際
、
架
線
の
振
動
に
よ
り
倒
伏

し
た
」
と
あ
る
。 

 

コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
作
成
し
て
み
る
と
、

中
村
さ
ん
の
復
元
想
定
図
と
ほ
ぼ
同

様
の
写
真
に
な
っ
た
。 

 
地
蔵
本
体
は
ど
な
た
か
が
ほ
か
の
場

所
に
移
動
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

現
在
は
山
の
中
だ
が
、
以
前
は
碑
の

下
に
道
が
あ
り
、
人
が
行
き
来
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
１
９
年
３
月
26
日
） 

20 

単位：ｃｍ 

93 
122 

台石 ↓ 

斜面の下に倒伏した碑石 ↑ 
9 

写真上 現況 
２段の台石が屋根の落ちた地蔵
堂の横にあり、碑石は斜面の下に
落ちていた。写真は発見した碑石
の周囲を掘った状態。 
写真右は復元予想のコラージュ。 
 

ラジウム温泉 
さわらび苑 



15 

 

【08】大田市三瓶町小屋原 徳善寺前（宮本 大 63/ﾛｰﾀﾘｰ 06） 井明府追念 
 

 

所在地 大田市三瓶町小屋原 徳善寺前 

北緯３５°０９′１６．５６″／東経１３２°３５′３６．４９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 37／奥行き 27 
台石１段目幅 64／奥行 55 
台石２段目幅 98／奥行 88 
台石３段目幅 137／奥行 141 
 

【
建
立
年
】
明
治
22
年
（
１
８
８
９
） 

【
建
立
者
】
世
話
人 

 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
追
念 

［
碑
石
右
面
］
明
治
廿
二
年 

［
碑
石
左
面
］
己
牛
十
一
月
五
日
是
調 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
世
話
人
／
和
田

森
太
郎
／
田
中
武
七
／
松
本
円
四
郎

／
吉
志
友
四
郎
／
太
田
文
太
郎
／
山

下
竹
市
／
住
田
長
市
／
平
井
兼
太
郎

／
松
尾
與
市
／
岩
田
亀
吉 

［
同
左
面
］
石
工
／
墨
田
惣
市
／
吉
志

久
市
／
森
次
挊
市
／
松
尾
米
市
／
多

根
村
／
林
喜
作
／
大
谷
亀
五
郎
／
森

山
為
助 

［
同
右
面
］
村
中
寄
附
／
一
金
五
十
銭

／
熊
谷
吉
二
郎
／
一
金
五
十
銭
／
月

森
傳
十 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

徳
善
寺
の
前
の
道
路
を
挟
ん
で
向
か

い
に
あ
る
。
石
段
を
５
段
上
が
っ
た

平
地
に
、
地
蔵
堂
、
牛
魂
碑
と
並
ぶ
。

池
田
、
小
屋
原
の
皆
さ
ん
に
多
根
の

３
人
も
協
力
し
て
建
て
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
が
、「
當
村
中
」
な
ど
の
文
字

は
な
い
。
石
に
痛
み
は
な
く
、
台
石
の

文
字
も
読
め
る
。「
井
明
府
追
念
」
と

い
う
表
記
も
珍
し
く
、
ま
た
、
三
瓶
山

を
利
用
し
た
放
牧
が
盛
ん
だ
っ
た
小

屋
原
地
区
な
ら
で
は
の
「
牛
魂
碑
」
が

建
て
ら
れ
て
い
る
の
も
特
徴
的
だ
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
17
日
） 

単位：ｃｍ 

128 

193 

23 

29 

13 



16 

 

【09】大田市三瓶町志学東上山 専勝寺（宮本 大 66/ﾛｰﾀﾘｰ 09） 井戸正明公碑 
 

 

所在地 大田市三瓶町志学東上山 専勝寺参道入口 

北緯３５°０６′２０．００″／東経１３２°３９′２５．６４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 75／奥行き最大 50 
台石 1 段目幅 106／奥行 89 
台石２段目幅 140／奥行 125（左半分埋まっている） 

【
建
立
年
】
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
） 

【
建
立
者
】
佐
比
賣
村
青
年
団
上
山
支

部 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
公
碑 

［
碑
石
右
面
下
部
］
大
田
町
石
工
／
政

所
要
二
郎 

［
碑
石
左
面
下
部
］
当
山
十
五
世
住
職

敬
書 

［
碑
石
裏
面
］
昭
和
六
年
七
月
／
佐
比

賣
村
青
年
団
／
上
山
支
部 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

専
勝
寺
の
参
道
入
口
左
手
に
あ
る
。

調
査
の
日
は
４
月
17
日
だ
っ
た
が
、

碑
の
後
ろ
の
桜
が
満
開
で
、
山
門
、
本

堂
を
バ
ッ
ク
に
、
美
し
い
風
景
だ
っ

た
。
自
然
石
だ
が
、
正
面
以
外
の
文
字

は
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
た
。
軟
ら

か
い
石
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
台
石

も
角
か
ら
傷
ん
で
き
て
い
る
。 

          

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
17
日
） 

単位：ｃｍ 

136 

215 

41 

38 



17 

 

【10】大田市三瓶町多根 宝陀寺（宮本 大 65/ﾛｰﾀﾘｰ 08） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市三瓶町多根 宝陀寺参道入口 

北緯３５°１０′１５．６１″／東経１３２°３５′５５．７０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

碑石最大幅 70／奥行き最大 27 
台石１段目幅 76／奥行 49 
台石２段目幅 99／奥行 73 
台石３段目幅 126／奥行 105 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
多
根
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
多
根
中 

［
同
右
面
］
發
起
／
寶
陀
寺
／
西
善
寺

／
森
山
覚
五
郎
／
林
藤
十
郎 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

宝
陀
寺
は
三
瓶
埋
没
林
公
園
に
近

く
、
佐
比
賣
山
神
社
、
多
根
神
楽
伝
承

館
の
県
道
を
挟
ん
だ
向
か
い
に
あ

る
。
寺
に
入
る
左
手
に
１
段
高
い
場

所
を
作
り
、
一
畑
薬
師
と
某
氏
の
碑

と
と
も
に
建
っ
て
い
る
。
前
か
ら
見

る
と
比
較
的
大
き
な
三
角
形
の
碑
石

の
形
が
珍
し
い
。
茶
色
っ
ぽ
い
石
で
、

堅
い
素
材
の
よ
う
に
見
え
、
傷
み
は

な
い
。
台
石
に
も
痛
み
は
な
く
、
彫
っ

て
あ
る
文
字
が
は
っ
き
り
と
読
み
取

れ
る
。
建
立
年
が
な
い
の
が
惜
し
い
。

現
在
は
無
住
に
な
っ
て
い
る
が
、
住

職
が
お
ら
れ
た
こ
ろ
に
は
、
参
道
に

入
っ
て
す
ぐ
の
場
所
に
あ
る
こ
の
碑

に
手
を
合
わ
せ
た
後
、
寺
に
参
っ
て

い
た
村
人
の
姿
が
想
像
で
き
る
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

165 

227 

18 

24 

20 
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【11】大田市三瓶町野城 円城寺下（宮本 大 64/ﾛｰﾀﾘｰ 07） 井戸明府碑 
 

 

所在地 大田市三瓶町野城 円城寺下 三瓶ダム近くから円城寺に上がる道路沿い 

北緯３５°１０′２５．９６″／東経１３２°３４′０８．４６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 57／奥行き 33 
台石１段目幅 64／奥行 67 
台石２段目最大幅 155／奥行最大 157 
 

【
建
立
年
】
明
治
18
年
（
１
８
８
５
） 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
碑 

ほ
か
に
文
字
は
読
め
な
い
（
建
立
年

は
宮
本
調
査
に
よ
る
） 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

宮
本
調
査
に
よ
る
と
三
瓶
町
野
城
の

香
勝
寺
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
石
碑
の
表
記
、
大
き
さ
が
同
じ
こ

と
か
ら
、
三
瓶
ダ
ム
の
建
設
に
伴
っ

て
廃
寺
と
な
っ
た
香
勝
寺
か
ら
移
設

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
場
所

は
県
道
か
ら
円
城
寺
に
上
が
る
道
の

途
中
の
右
カ
ー
ブ
の
左
側
に
平
地
を

作
り
、
戦
死
し
た
軍
人
の
碑
と
、「
媼

石
翁
石
の
標
」
と
と
も
に
、
比
較
的
き

れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
た
状
態
で
建
っ

て
い
る
。
香
勝
寺
の
碑
に
は
３
段
の

台
石
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
１
段
の

台
石
の
下
に
３
段
の
石
組
の
台
石
が

組
ま
れ
て
い
る
。 

         

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

91 

191 

14 

86 
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【12】大田市富山町高原 松林寺（宮本 大 20/ﾛｰﾀﾘｰ 03） 芋代官頌徳碑 
 

 

所在地 大田市富山町山中高原 松林寺参道入口（県道から参道に入ってすぐ右手） 

北緯３５°１２′５４．４６″／東経１３２°３４′１６．１５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅最上部 48、最大 65／奥行き最大 41 
台石 1 段目幅 125／奥行 63 
台座（石組）幅最大 190／奥行 110 

【
建
立
年
】
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
松
林
寺 

 

［
碑
石
前
面
］
芋
代
官
頌
徳
碑
／
昭
和

四
十
八
年
春
再
建 

松
林
寺
十
六
世

珠
禅
書 

［
碑
石
右
面
］
碑
石
寄
附
者 

島
林
金

作
／
設
計
施
工 

林
和
吉
／
賛
助 

富
山
町
内
中 

［
碑
石
左
・
裏
・
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］
非
常
に
硬
い
、
表
面
を

鏡
面
状
に
加
工
し
た
自
然
石
。 

 

再
建
に
あ
た
り
、
珠
禅
住
職
は
「
芋
代

官
井
戸
平
左
衛
門
正
明
略
伝
」
を
著

し
て
い
る
。 

              

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
17
日 

撮
影
は
２
０
１
４
年
９
月
７
日
） 

単位：ｃｍ 

119 

244 

98 

27 



20 

 

【13】大田市富山町本郷 （宮本 大 21/ﾛｰﾀﾘｰ 04） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市富山町山中本郷 道路沿い地蔵堂隣 

北緯３５°１２′３０．８７″／東経１３２°３４′５１．７４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 40／奥行き最大 45 
台石 1 段目幅 71／奥行 75 
台石 2 段目幅 110／奥行 80 

【
建
立
年
】
弘
化
四
年
（
１
８
４
７
） 

【
建
立
者
】
村
中 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
豈
享
保
十
八
丑
年
五
月

二
十
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
平
左
衛
門
尉
正
明 

［
一
段
目
台
石
正
面
］
村
中 

［
同
右
面
］
石
工
林
蔵
（
？
）
弘
化
／
四

年
／
未
八
月 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

道
路
沿
い
山
手
の
１
段
高
い
と
こ
ろ

に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ
の
隣
に
建
っ

て
い
る
。
周
囲
は
比
較
的
き
れ
い
に

手
が
入
っ
て
い
る
。
そ
う
堅
そ
う
に

な
い
自
然
石
で
１
７
０
年
経
っ
て
い

る
が
、
傷
み
も
な
く
、
す
ら
り
と
立
っ

て
い
る
。
気
象
条
件
が
よ
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
１
段
目
台
石
の
中
央
に

大
き
な
文
字
で
は
っ
き
り
と
「
村
中
」

と
彫
っ
て
あ
る
。
碑
の
前
に
は
ブ
ロ

ッ
ク
の
よ
う
な
四
角
い
自
然
石
が
お

い
て
あ
り
、
線
香
立
て
と
花
立
て
が

あ
る
。
花
立
て
に
は
シ
ビ
キ
（
シ
キ

ミ
）
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
17
日
） 

単位：ｃｍ 

131 

200 

36 

33 



21 

 

【14】大田市朝山町朝倉 朝倉神社（宮本 大 18/ﾛｰﾀﾘｰ 02） 泰雲院義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市朝山町朝倉 朝倉彦命神社境内 本殿左手 

北緯３５°１４′５６．１４″／東経１３２°３３′５４．０６″ 

 

 

 

旹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 34／奥行き 34 
飾り台 幅 59／奥行 60 
台石１段目 幅 77／奥行 77 
台石２段目 幅 95／奥行 95 
台石３段目 幅 111／奥行 110 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中
合
等 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
維
時 

享
保
十
八
癸
丑

年
／
五
月
二
十
有
六
日 

［
碑
石
左
面
］
井
戸
恩
謝
碑 

［
碑
石
裏
面
］
な
し 

［
一
段
目
台
石
］
當
村
中
合
等 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

石
碑
の
す
ぐ
後
ろ
は
国
道
９
号
で
車

の
行
き
来
も
あ
る
が
、
神
社
の
境
内

は
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
る
。
本
殿
の

左
手
の
１
段
高
い
場
所
に
ほ
か
の
碑

石
と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。 

福
光
石
だ
が
剥
落
も
な
い
。
た
だ
し
、

２
０
１
８
年
の
島
根
県
西
部
地
震
で

碑
石
と
台
石
の
１
段
目
が
約
20
度
回

転
し
た
。 

 

「
當
村
中
」
の
文
字
が
多
い
中
、「
當

村
中
合
等
」
と
「
み
ん
な
ひ
と
し
く
」

の
文
字
が
誇
ら
し
い
。 

        

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
18
日 

撮
影
は
２
０
１
１
年
２
月
８
日
） 

単位：ｃｍ 

80 

195 

27 

36 

24 

28 
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【15】大田市朝山町仙山 元花雪温泉横（宮本 大 19/ﾛｰﾀﾘｰ 01） 井明府恩澤碑 
 

 

所在地 大田市朝山町仙山 元花雪温泉横 市道５差路交差点 

北緯３５°１５′１７．４２″／東経１３２°３４′３１．０２″ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石 幅 33／奥行き 24 
台石 1 段目 幅 56／奥行 45.5 
台石２段目 幅 82／奥行 72 
台石３段目 幅 107／奥行 99 
台石４段目 幅 130／奥行 128 
台石５段目 幅 170／奥行 155 
 
 
 

【
建
立
年
】
安
政
４
年
（
１
８
５
８
） 

【
建
立
者
】
村
中
合
等 

 

［
碑
石
前
面
］
井
明
府
恩
澤
碑 

［
碑
石
右
面
］
旹
安
政
四
丁
巳
年
／
七

月
廿
六
日 

［
碑
石
左
面
］
な
し 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
村
中
合
等 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

国
道
９
号
か
ら
ほ
ど
近
く
の
市
道
の

５
差
路
の
交
差
点
に
別
の
石
碑
と
並

ん
で
立
っ
て
い
る
。
近
所
の
人
に
聞

く
と
、
元
は
別
の
場
所
に
あ
っ
た
よ

う
だ
。
一
番
下
の
台
石
は
半
ば
埋
ま

っ
て
い
る
が
、
台
石
を
５
段
も
積
ん

だ
立
派
な
碑
だ
。
こ
の
碑
に
も
「
村
中

合
等
」
と
あ
る
の
で
、
朝
倉
の
碑
と
前

後
し
て
建
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

建
立
年
が
こ
ち
ら
の
碑
に
彫
っ
て
あ

る
の
で
、
朝
倉
の
碑
の
反
省
か
ら
と

す
れ
ば
、
朝
倉
の
碑
が
よ
り
古
い
こ

と
に
な
る
。 

色
が
黒
ず
ん
で
い
て
わ
か
り
に
く
い

が
福
光
石
の
よ
う
な
石
で
、
少
し
剥

落
も
あ
る
。 

      

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
18
日
） 

単位：ｃｍ 

203 

83 

24 

15.5 

25 

27.5 

28 

台石５段目は地
中に埋まってお
り、元は高さ 30
㌢くらいはあっ
たと思われる。 
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【16】大田市波根町上町 波根八幡宮 （宮本 大 17/ﾛｰﾀﾘｰ 05） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市波根町上町 波根八幡宮境内 

北緯３５°１４′３４．７１″／東経１３２°３２′０４．３１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 45／奥行き 44 
台石 1 段目幅 73／奥行 72 
台石 2 段目幅 119／奥行 118 

【
建
立
年
】
文
政
３
年
（
１
８
２
０
）（
別

資
料
に
よ
る
） 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
當
御
料
前
御
代
官
／
井

戸
平
左
ヱ
門
尉
正
□ 

［
碑
石
左
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
／
五

月
二
十
六
日 

［
台
石
］
二
段
目
の
右
側
中
央
の
石
に

「
施
主
當
」
の
文
字
あ
り 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

碑
の
左
に
説
明
板
が
立
つ
（
内
容
は

次
葉
に
記
載
）。
も
と
も
と
拝
殿
左
側

の
高
手
の
目
に
つ
き
に
く
い
場
所
に

あ
り
、
２
０
１
８
年
４
月
の
島
根
県

西
部
地
震
で
倒
れ
た
た
め
、
地
元
で

再
建
実
行
委
を
組
織
し
て
浄
財
を
集

め
、
同
神
社
の
壷
倉
薫
宮
司
の
配
慮

も
あ
っ
て
、
拝
殿
の
右
側
の
境
内
社

を
ま
と
め
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
台

の
上
に
移
築
さ
れ
た
。 

建
立
年
は
波
根
町
の
加
藤
家
に
伝
わ

る
「
観
聴
随
筆
」
に
よ
る
も
の
で
、
碑

に
そ
の
文
字
は
な
い
。
文
政
３
年
建

立
と
す
る
と
、
大
田
市
内
で
は
最
古

の
碑
と
な
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
24
日
） 

 

単位：ｃｍ 

143 

212 

32 

37 
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【16】大田市波根町上町 波根八幡宮 泰雲院殿義岳良忠大居士 続き（説明板） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井戸平左衛門正明公謝恩碑 

 井戸平左衛門正明公は、享保１６年（１７３１）石見銀山御料の第１９代代官に任命さ

れた。６０歳の高齢で、その上病気がちであった。 

 翌１７年、近畿以西一帯は長雨や冷夏、害虫の発生にみまわれ、大飢饉となった。井戸

公は御料内を踏査して現況の把握に努め、年貢米の減免、植えた領民への飯米の支給、さ

らには薩摩国からサツマイモを取り寄せ栽培に成功させた。西日本では１万２千人以上の

餓死者があったが、銀山御料からは飢えによる死者を一人も出さなかったといわれる。 

 享保１８年（１７３３）５月、兼任していた笠岡の代官所で病に倒れ、帰らぬ人となっ

た。享年６２歳。墓は笠岡市の威徳寺にある。在任期間はわずか２年弱だったが、その功

績は大きく、今も「いも代官」として語り継がれている。 

 この碑は元々波根中町の旧荒神社境内（大丸屋の裏付近）に、村民の浄財を集めて文政

３年（１８２０）に建てられた。その後、明治末年に波根八幡宮拝殿の西側に移されたが、

平成３０年４月９日の島根県西部地震により倒壊し、この地に移転再建された。 

       平成３０年（２０１８）１２月     井戸公碑再建実行委員会 

 

説明板 

高さ１４５㌢ 

幅９４㌢ 
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【17】大田市久手町宮の前 苅田神社 （宮本 大 12/ﾛｰﾀﾘｰ 17） 井戸明府 
 

 

所在地 大田市久手町宮の前 苅田神社境内 

北緯３５°１４′０２．０３″／東経１３２°３０′３１．４９″（国土地理院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石宮屋根幅 106／同奥行き 92 
台石最大幅 168／奥行最大 194 

【
建
立
年
】
平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

修
復 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
石
宮
］
な
し 

［
台
石
］
後
面
に
「
平
成
14
年
11
月
吉

日
修
復
」
と
あ
る 

［
石
柱
］
宮
の
前
に
立
つ
石
柱
に
「
井
戸

明
府
」
の
文
字
あ
り 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

石
で
造
ら
れ
、
台
石
は
城
積
み
の
立

派
な
石
宮
。
柳
瀬
の
石
宮
と
兄
弟
の

よ
う
な
関
係
な
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
７
月
25
日
の
夜
に
宮
の
総
代
な
ど

が
参
列
し
て
祭
り
が
営
ま
れ
る
。
以

前
は
子
ど
も
の
参
列
も
多
く
、
く
じ

引
き
で
当
た
る
景
品
目
当
て
の
子
供

も
多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
最
近
は
子

ど
も
の
参
列
は
な
く
、
用
意
さ
れ
た

お
菓
子
は
後
日
近
所
の
子
ど
も
た
ち

の
家
に
配
布
さ
れ
る
と
い
う
。 

祭
り
の
日
程
は
寺
院
で
営
ま
れ
る
芋

法
事
の
よ
う
に
秋
で
は
な
く
、
７
月

に
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は

わ
か
ら
な
い
が
、
柳
瀬
と
も
ど
も
毎

年
欠
か
さ
ず
祭
り
が
営
ま
れ
て
い
る

の
は
貴
重
だ
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
24
日
） 

単位：ｃｍ 

150 

260 

110 
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【18】大田市久手町寺前 観音寺（宮本 大 09/ﾛｰﾀﾘｰ 18） 泰雲院殿義岳良忠居士 
 

 

所在地 大田市久手町寺前 観音寺境内 

北緯３５°１３′５６．５７″／東経１３２°３０′２３．０６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 37／奥行き 37 
台石 1 段目幅 60／奥行 61 
台石 2 段目幅 91／奥行 92 
台石 3 段目幅 130／奥行 130（石組み） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
久
手
／
柳
瀬
／
大
津 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
子
五
月
廿
六

日
／
造
主
／
久
手
／
柳
瀬
／
大
津 

［
碑
石
左
面
］
世
名
／
井
戸
平
左
衞
門

尉
正
明
公
塚 

［
台
石
］
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

久
手
町
の
中
心
街
に
あ
る
観
音
寺
の

境
内
に
あ
る
。
本
堂
と
向
い
合
う
形

で
百
体
地
蔵
の
右
側
に
塀
と
は
さ
ま

れ
る
よ
う
に
建
っ
て
お
り
、
少
し
窮

屈
そ
う
。
碑
は
３
段
の
台
石
を
積
み
、

一
番
下
は
３
段
の
石
組
を
組
ん
だ
立

派
な
も
の
。
石
の
傷
み
も
少
な
い
。

「
造
主
」「
世
名
」
な
ど
他
で
は
見
ら

れ
な
い
言
葉
も
彫
ら
れ
て
い
る
。
享

保
18
年
は
丑
年
だ
が
「
子
」
と
間
違

っ
て
い
る
。 

碑
の
前
に
は
線
香
置
き
、
花
立
て
も

あ
る
。 

２
段
目
の
台
石
に
盃
状
穴
が
あ
る
。 

      

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
24
日
） 

単位：ｃｍ 

121 

247 

77 

25 

24 
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【19】大田市久手町柳瀬 （宮本 大 13/ﾛｰﾀﾘｰ 16） 井戸明府霊 
 

 

所在地 大田市久手町柳瀬 県道波根久手線とＪＲ 山陰線との間の広場 河元寺墓地向い 

北緯３５°１４′１８．０６″／東経１３２°３１′１６．３７″ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石宮屋根幅 89／同奥行き 93 
台石 233／奥行 102 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
石
宮
］
な
し 

［
台
石
］
な
し 

［
石
柱
］
石
宮
の
左
側
に
倒
れ
て
い
る

石
柱
に
「
井
戸
明
府
霊
」
の
文
字
あ
り 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

ち
ょ
う
ど
柳
瀬
地
区
の
中
央
部
、
県

道
と
Ｊ
Ｒ
と
の
間
に
広
場
が
あ
り
、

中
央
の
「
三
谷
徹
先
生
碑
」
の
左
に
井

戸
公
碑
が
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

だ
が
、
苅
田
神
社
の
石
宮
と
よ
く
似

て
い
る
。
石
宮
の
横
に
倒
れ
て
い
る

13×

12×

51
㌢
の
柱
に
「
井
戸
明

府
霊
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
石
宮
の
左

右
に
は
細
い
脇
宮
の
よ
う
な
も
の
が

立
っ
て
い
た
が
、
２
０
１
８
年
の
県

西
部
地
震
で
倒
壊
し
た
の
だ
ろ
う
、

屋
根
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。 

石
宮
の
前
に
は
２
対
の
石
灯
籠
と
大

き
め
の
１
対
の
狛
犬
が
並
び
、
聖
域

の
雰
囲
気
を
醸
し
て
い
る
。
狛
犬
に

「
昭
和
十
年
」
の
文
字
あ
り
。
前
の
地

面
も
き
れ
い
に
掃
い
て
あ
り
、
石
宮

の
扉
の
前
に
は
賽
銭
も
あ
っ
た
。 

こ
こ
で
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
地
域
の
大
勢
が
集
ま
っ
て
、
毎
年

７
月
26
日
の
夜
に
、
苅
田
神
社
の
壷

倉
宮
司
を
招
い
て
祭
礼
が
に
ぎ
や
か

に
営
ま
れ
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
５
月
24
日
） 

単位：ｃｍ 

113 

319 

56 
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【20】大田市久手町西川 県道三差路（宮本 大 11/ﾛｰﾀﾘｰ 14） 井戸明府之碑 
 

 

所在地 大田市久手町刺鹿西側 県道三差路ＪＲ線路沿い 

北緯３５°１３′２９．４８″／東経１３２°３０′２２．５７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 102／奥行き最大 70 
台石幅 165／奥行最大 110 

【
建
立
年
】
明
治
39
年
（
１
９
０
６
） 

【
建
立
者
】
七
老
人 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
之
碑 

［
台
石
前
面
］
明
治
／
三
十
／
九
年
／

八
月
／
建
之
／
発
起
／
七
老
人
／
石

工
磯
八 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

旧
国
道
の
信
号
の
あ
る
交
差
点
の
Ｊ

Ｒ
沿
い
に
、
隣
の
歌
碑
と
と
も
に
「
井

戸
さ
ん
を
見
守
る
会
」
が
公
園
と
し

て
整
備
し
、
石
灯
籠
１
対
と
、
擬
木
の

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
設
置
。
碑
の
周

囲
に
は
玉
砂
利
が
敷
か
れ
て
い
る
。

横
に
植
え
ら
れ
た
桜
は
直
径
90
㌢
を

超
え
て
お
り
、
満
開
時
に
は
２
つ
の

碑
が
桜
の
花
に
抱
か
れ
る
。
別
の
資

料
か
ら
、
７
老
人
は
岩
谷
竹
三
郎
（
定

屋
）、
中
村
和
十
郎
（
工
屋
）
、
森
井
和

七
（
吉
野
屋
）、
品
川
利
兵
衛
（
品
川
）、

中
村
常
四
郎
（
竹
中
屋
）
、
渡
邊
茂
十

（
釜
屋
）、
渡
邊
亀
作
（
吉
本
屋
）
と

わ
か
っ
て
い
る
。 

毎
年
７
月
下
旬
に
祭
り
を
し
て
い

る
。
以
前
は
小
学
生
を
集
め
て
に
ぎ

や
か
だ
っ
た
が
、
今
で
は
会
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
で
集
ま
り
、
刺
鹿
神
社

の
宮
司
が
祝
詞
を
上
げ
て
井
戸
さ
ん

の
遺
徳
を
し
の
ぶ
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

単位：ｃｍ 

207 

249
06 

42 
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【21】大田市久手町西川 県道三差路（宮本 大 14/ﾛｰﾀﾘｰ 15） 井戸公追善（歌碑） 
 

 

所在地 大田市久手町刺鹿西側 県道三差路ＪＲ線路沿い 

北緯３５°１３′２９．５２″／東経１３２°３０′２２．６３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石最大幅 63／奥行き最大 30 

【
建
立
年
】
大
正
４
年
（
１
９
１
５
） 

【
建
立
者
】
岩
谷 

 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
追
善
／
君
の
恩

徳
を
感
じ
て
／
飢
ゆ
る
こ
と
し
ら
て

／
う
き
世
に
く
ら
す
な
り
／
君
の
功

の
影
に
住
む
身
ハ
／
大
正
四
之
と
し

建
之
／
岩
谷
性 

［
そ
の
他
］
文
字
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

旧
国
道
の
信
号
の
あ
る
交
差
点
の
Ｊ

Ｒ
沿
い
に
、
隣
の
井
戸
公
碑
と
と
も

に
「
井
戸
さ
ん
を
見
守
る
会
」
が
公
園

と
し
て
整
備
し
、
石
灯
籠
１
対
と
、
擬

木
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
設
置
。
碑

の
周
囲
に
は
玉
砂
利
が
敷
か
れ
て
い

る
。
横
に
植
え
ら
れ
た
桜
は
直
径
90

㌢
を
超
え
て
お
り
、
満
開
時
に
は
二

つ
の
碑
が
桜
の
花
に
抱
か
れ
る
。 

こ
の
歌
碑
は
隣
の
井
戸
公
碑
の
９
年

後
の
建
立
で
「
岩
谷
」
が
だ
れ
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
井
戸
公
碑
を
建
立
し

た
七
老
人
の
中
に
岩
谷
竹
三
郎
（
定

屋
）
と
い
う
名
が
あ
る
の
で
、
そ
の
人

か
も
し
れ
な
い
。 

国
道
９
号
か
ら
久
手
町
に
入
っ
て
く

る
と
Ｔ
字
路
の
突
き
当
り
に
井
戸
公

碑
と
こ
の
歌
碑
が
目
に
入
る
。
特
に

桜
の
季
節
に
は
多
く
の
人
が
目
を
止

め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
11
月
25
日
） 

 

単位：ｃｍ 

170 
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【22】大田市久手町刺鹿 円光寺（宮本 大 10/ﾛｰﾀﾘｰ 19） 泰雲院殿義岳良忠大居士 
 

 

所在地 大田市久手町刺鹿 円光寺参道入口（車道参道と階段参道の間 羅漢堂隣） 

北緯３５°１３′０８．５０″／東経１３２°３０′４７．８６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

碑石幅 37／奥行き 37 
台石 1 段目幅 76／奥行 75 
台石 2 段目幅 94／奥行 95 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
□ 

［
ほ
か
］
文
字
は
な
し 

 

［
調
査
の
経
過
］ 

福
光
石
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
剥
落
が
あ

る
。
正
面
の
碑
銘
以
外
に
文
字
が
全

く
彫
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
建
立
年

や
建
立
者
が
わ
か
ら
な
い
。
羅
漢
堂

を
挟
ん
で
右
側
に
同
様
の
大
き
さ
で

同
様
の
し
つ
ら
い
の
「
南
無
妙
法
蓮

華
経
」
の
碑
が
対
の
よ
う
に
建
っ
て

い
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
寛
保
２
年
（
１

７
４
２
）
」
と
あ
る
。
井
戸
公
碑
は
こ

の
碑
に
倣
っ
て
、
後
年
建
て
た
も
の

だ
ろ
う
。 

             

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
18
日
） 

単位：ｃｍ 

154 

206 

20 
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